
（
１
）

陸
軍
衛
生
制
度
史
に
よ
る
と
、
明
治
元
年
十
月
一
日
山
下
門
内
に
開
設
さ
れ
た
兵
隊
仮
病
院
は
わ
が
陸
軍
病
院
の
は
じ
ま
り
で
あ
っ
て
、

陸
軍
衛
生
部
の
芽
生
え
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仮
病
院
の
名
の
と
お
り
一
時
、
間
に
あ
わ
せ
の
設
備
だ
っ
た
の
で
、
そ
の

職
制
や
業
務
の
状
況
を
示
す
も
の
は
何
も
存
在
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
明
治
元
年
十
月
一
日
に
兵
隊
仮
病
院
を
置
き
、
同
五
年
十
月
二
十
三

日
に
陸
軍
第
二
仮
病
院
と
改
称
し
、
同
六
年
一
月
十
四
日
患
者
を
本
病
院
に
移
し
て
閉
鎖
し
た
と
い
う
記
録
の
み
が
明
ら
か
で
あ
る
と
記
述

こ
の
仮
病
院
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
明
治
元
年
か
ら
明
治
六
年
に
か
け
て
は
、
宮
城
を
と
り
か
こ
む
大
手
町
、
丸
の
内
、
有
楽
町
、
日

（
２
）

比
谷
公
園
霞
が
関
附
近
に
、
陸
軍
の
諸
機
関
、
歩
騎
砲
工
の
諸
兵
屯
所
が
次
々
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

仮
病
院
は
こ
の
よ
う
な
地
域
内
に
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
当
時
、
重
要
な
医
療
機
関
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
仮
病
院
の
所
在
地
、
そ
の
変
遷
状
況
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
た
。

日
に
陸
軍
第
一

さ
れ
て
い
る
。

一
、
病
院
の
変
遷

山
下
御
門
内
仮
病
院

は
じ
め
に

和
羅
馨
嘩
蝉
禅
喧
鴬
平
成
六
年
三
月
二
日
受
付
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（
６
）

山
下
御
門
江
戸
城
の
内
堀
、
外
堀
に
架
る
橋
に
は
、
人
の
出
入
を
見
張
る
た
め
立
派
な
門
が
城
側
に
附
設
さ
れ
て
い
た
。
山
下
御
門
は

外
堀
に
か
か
る
山
下
橋
に
設
け
ら
れ
た
門
で
数
寄
屋
橋
御
門
と
幸
橋
御
門
の
間
に
あ
っ
た
。
現
在
の
銀
座
み
ゆ
き
通
り
と
帝
国
ホ
テ
ル
裏
側

の
高
速
道
路
と
が
交
差
す
る
あ
た
り
で
あ
る
。

山
下
御
門
内
山
下
御
門
内
と
は
外
堀
の
城
側
地
域
（
く
る
わ
内
）
の
う
ち
、
山
下
御
門
の
附
近
を
い
う
。

明
治
四
年
東
京
府
は
行
政
の
基
盤
と
な
る
新
し
い
区
割
り
を
制
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、
第
二
大
区
第
一
小
区
と
呼
ば
れ
た
区
画
は
江
戸
時

代
外
桜
田
と
い
わ
れ
た
地
域
で
、
外
桜
田
町
、
西
日
比
谷
町
、
霞
が
関
町
、
裏
霞
が
関
町
、
内
山
下
町
一
丁
目
、
同
二
丁
目
、
内
幸
町
一
丁

（
７
）

目
、
同
二
丁
目
、
三
年
町
を
含
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
町
名
の
う
ち
、
山
下
御
門
に
近
い
町
名
は
内
山
下
町
な
の
で
、
当
地
域
を
対
象
に
し
て
山
下
御
門
内
仮
病
院
の
存
在
の
有
無
を

（
３
）

し
か
し
医
学
校
病
院
は
明
治
元
年
九
月
か
ら
東
京
の
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
鎮
将
府
の
所
掌
と
な
っ
た
の
で
、
戊
辰
戦
争
が
終
局
に
近
づ
き
、

傷
者
が
減
っ
て
く
る
と
医
学
校
病
院
に
対
す
る
軍
事
上
の
要
求
が
減
り
、
東
京
府
民
の
医
療
所
要
が
増
加
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

（
４
）
（
５
）

の
こ
と
は
明
治
元
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
医
学
校
病
院
の
所
管
官
庁
が
東
京
府
か
ら
軍
務
官
に
、
さ
ら
に
東
京
府
に
と
移
り
変
っ

た
こ
と
か
ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
官
軍
自
体
も
平
時
態
勢
に
入
り
、
江
戸
城
の
外
堀
内
に
諸
兵
を
駐
屯
さ
せ
は
じ
め
た
の
で
、
医
療
の
需
要
が
ふ
え
、
前
述
の
事
情

も
か
ら
ん
で
自
前
の
軍
病
院
が
必
要
と
な
っ
た
の
に
相
違
な
い
。
兵
隊
仮
病
院
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
の
明
治
元
年
十
月

病
院
に
収
容
し
た
。

一
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

口
山
下
御
門
内
と
は

戊
辰
戦
争
が
始
ま
っ
て
多
く
の
傷
者
が
発
生
す
る
と
、
官
軍
は
そ
の
傷
者
を
後
送
し
て
横
浜
病
院
、
さ
ら
に
東
京
神
田
和
泉
町
の
医
学
校

Ｈ
兵
隊
仮
病
院
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調
査
す
る
こ
と
に
し
た
。

（
咽
）

兵
部
省
治
療
所
政
府
は
明
治
二
年
七
月
八
日
に
軍
務
官
を
廃
止
し
兵
部
省
を
置
い
た
の
で
、
軍
務
官
治
療
所
は
兵
部
省
治
療
所
と
呼
称

（
似
）

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
明
治
三
年
二
月
九
日
政
府
が
兵
部
省
の
組
織
を
改
正
し
て
海
軍
掛
、
陸
軍
掛
を

設
け
、
陸
軍
掛
の
所
管
に
治
療
所
を
置
い
た
と
い
う
記
録
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐
伯
理
一
郎
氏
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
兵
部
省
の
一
所
管
と
し
て
海
軍
、
陸
軍
の
医
務
が
あ
り
、
本
部
は
兵
隊
仮
病
院
に
置
か
れ
、
傷
病
者

時
、
こ
の
砿

で
年
め
つ
先
へ
。

明
治
四
年
六
月
兵
部
省
は
日
比
谷
の
陸
軍
操
練
所
を
拡
張
す
る
た
め
、
附
近
に
あ
る
武
家
屋
敷
を
兵
部
省
に
引
き
渡
し
て
も
ら
い
た
い
旨
、

（
皿
）
（
ｕ
）

仲
介
役
の
東
京
府
に
申
し
入
れ
た
。
そ
の
申
し
入
れ
文
書
の
別
紙
略
図
に
兵
部
省
治
療
所
が
載
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

別
紙
略
図
こ
の
略
図
は
明
治
四
年
東
京
府
が
制
定
し
た
区
画
の
う
ち
、
第
二
大
区
第
一
小
区
に
該
当
す
る
地
域
（
現
在
の
日
比
谷
公
園

（
吃
）

霞
が
関
一
丁
目
、
内
幸
町
二
丁
目
、
新
橋
一
丁
目
、
内
幸
町
一
丁
目
に
あ
た
る
）
を
筆
図
で
描
い
た
も
の
で
、
軍
用
施
設
の
陸
軍
操
練
所
、
兵
部

省
治
療
所
、
東
京
府
の
施
設
名
、
大
名
屋
敷
の
藩
名
な
ど
が
正
確
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
兵
部
省
治
療
所
が
載
っ
て
い
る
こ
と
、
他
の
軍
衛
生
機
関
は
載
っ
て
い
な
い
こ
と
、
他
の
当
時
の
地
図
と
比
較
し
た

時
、
こ
の
略
図
の
精
度
は
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
略
図
の
第
二
大
区
第
一
小
区
に
該
当
す
る
地
域
内
に
は
省
略
の
空
白
部
が
な
い
こ
と
等

も
明
ら
か
で
あ
る
。

明
治
元
年
十
二
月
十
三
日
、
政
府
は
軍
務
官
に
対
し
、
病
院
の
充
実
整
備
は
容
易
で
な
い
か
ら
、
し
ば
ら
く
の
間
病
院
を
軍
務
官
治
療
所

（
８
）
（
９
）

と
称
し
な
さ
い
と
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
指
示
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
治
二
年
八
月
八
日
京
都
治
療
所
を
廃
す
る
と
い
う
達
か
ら
み
て

日
軍
務
官
治
療
所

四
兵
部
省
治
療
所

山
下
御
門
内
仮
病
院
が
軍
務
官
治
療
所
と
称
し
た
確
率
は
き
わ
め
て
高
い
。
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（
加
）

幕
府
は
こ
の
屋
敷
を
文
久
元
年
朽
木
家
か
ら
召
し
上
げ
、
牧
野
備
前
守
に
下
さ
れ
た
が
、
明
治
元
年
ま
で
牧
野
家
の
上
屋
敷
で
あ
っ
た
と

し
た
ら
、
明
治
元
年
牧
野
家
は
長
岡
で
官
軍
に
敵
対
し
て
い
た
の
で
、
官
軍
が
仮
病
院
の
施
設
と
し
て
取
得
す
る
の
は
容
易
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
治
元
年
ま
で
長
岡
藩
の
上
屋
敷
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
明
治
二
年
地
図
の
松
平
ツ
シ
ョ
も
そ
の
実
態
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
の
調
査
か
ら
、
山
下
御
門
内
の
兵
隊
仮
病
院
を
所
管
す
る
兵
部
省
が
、
自
ら
作
製
し
た
略
図
に
山
下
御
門
内
仮
病
院
を
記
載
し
な
か

っ
た
の
は
ミ
ス
で
は
な
く
、
当
時
正
式
に
は
仮
病
院
を
治
療
所
と
呼
ん
で
い
た
た
め
で
あ
る
と
推
察
し
た
。

兵
部
省
治
療
所
の
位
置
略
図
に
記
載
さ
れ
た
兵
部
省
治
療
所
の
位
置
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
第
二
大
区
第
一
小
区
の
内
山
下
町
二

（
脇
）

丁
目
で
あ
る
。
兵
部
省
治
療
所
の
位
置
は
山
下
御
門
内
と
い
う
条
件
に
対
し
き
わ
め
て
有
力
な
候
補
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）

こ
の
位
置
を
当
時
の
地
図
と
比
較
し
て
み
る
と
、
万
延
元
年
（
千
八
百
六
十
年
）
の
江
戸
図
で
は
、
そ
の
場
所
は
朽
木
近
江
と
な
っ
て
い
る
。

（
肥
）

ま
た
、
明
治
二
年
の
江
戸
図
で
は
松
平
ツ
シ
ョ
と
な
っ
て
い
た
。（

凶
）

朽
木
近
江
は
福
知
山
の
藩
主
で
あ
る
が
、
福
知
山
市
の
御
好
意
に
よ
り
、
朽
木
家
の
上
屋
敷
は
外
桜
田
屋
敷
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
日
比
谷

公
園
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

現
在
の
内
堀
通
り
の
霞
門
か
ら
日
比
谷
公
園
に
入
り
、
と
り
つ
き
の
日
本
庭
園
の
大
き
な
池
の
東
南
部
の
森
が
外
桜
田
上
屋
敷
の
跡
だ
と

（
幻
）

明
治
四
年
十
一
月
十
五
日
東
京
鎮
台
仮
病
院
は
軍
医
寮
に
対
し
次
の
伺
い
を
た
て
て
い
る
。

①
治
療
所
患
者
取
締
の
き
ょ
う
導
役
と
し
て
治
療
所
に
派
遣
さ
れ
病
兵
の
世
話
を
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
病
院
で
は
不
要
な
の
で
、

そ
の
役
を
外
し
等
外
二
等
位
の
処
遇
で
病
兵
の
世
話
に
専
任
さ
せ
て
宜
し
い
か
。

（
胆
）

は
す
べ
て
こ
こ
に
入
れ
た
と
し
て
い
る
。

い
シ
フ
０⑤

東
京
鎮
台
仮
病
院
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（
配
）

こ
れ
は
明
治
六
年
一
月
十
四
日
の
「
昨
年
脚
気
病
旺
盛
之
節
音
羽
町
護
国
寺
ヲ
以
テ
第
一
仮
病
院
二
…
」
と
い
う
記
録
か
ら
も
二
つ
の
仮

病
院
を
臨
時
の
脚
気
病
院
に
し
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

（
鋤
）

護
国
寺
は
徳
川
家
の
手
厚
い
保
護
を
う
け
て
い
た
大
寺
で
、
「
江
戸
名
所
図
会
」
に
よ
る
と
境
内
に
西
国
三
十
三
番
の
巡
礼
札
所
を
模
し
た

堂
宇
が
点
在
し
、
江
戸
有
数
の
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
当
時
は
転
地
保
養
を
脚
気
治
療
の
一
つ
と
し
て
い
た
く
ら
い
な
の
で
、
護

国
寺
は
環
境
、
施
設
の
規
模
と
も
脚
気
病
院
に
適
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
山
下
御
門
内
仮
病
院
は
低
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
近
辺
は
大
名
屋
敷
の
み
で
密
集
し
た
民
家
か
ら
離
れ
て
環
境
良
好
で

②
元
治
療
所
門
番
は
門
番
兵
と
唱
え
て
き
た
が
今
後
門
番
と
唱
え
、
待
遇
も
等
外
と
し
た
い
が
差
支
え
な
い
か
。

こ
の
文
書
か
ら
考
え
る
と
、
兵
部
省
治
療
所
は
兵
部
省
の
所
管
を
離
れ
、
新
し
く
東
京
鎮
台
の
れ
い
下
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
東
京
鎮
台
仮
病
院
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

（
塊
）

そ
の
理
由
は
、
明
治
四
年
七
月
兵
部
省
に
軍
医
寮
が
置
か
れ
、
陸
軍
掛
治
療
所
担
当
が
不
用
に
な
っ
た
こ
と
、
軍
医
寮
は
半
蔵
門
前
に
病

（
澱
）

院
建
設
（
明
治
四
年
十
二
月
診
療
開
始
）
を
計
画
中
で
あ
り
、
他
に
直
轄
病
院
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
、
明
治
四
年
八
月
二
十
日
東
京
、

（
別
）

大
阪
、
鎮
西
、
東
北
に
鎮
台
を
お
い
た
こ
と
で
あ
る
。

鎮
台
を
置
く
と
諸
兵
が
集
る
か
ら
鎮
台
病
院
を
整
備
す
る
必
要
性
が
強
ま
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
明
治
四
年
十
月
九
日
大
阪
軍
事
病
院
が

（
泌
）

大
阪
鎮
台
附
属
と
な
っ
た
り
、
兵
部
省
治
療
所
が
東
京
鎮
台
仮
病
院
に
な
っ
た
り
し
た
の
は
同
じ
理
由
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
移
管
の
時
期
は
明
治
四
年
八
月
か
ら
十
一
月
の
あ
い
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

（
”
）

め
、
脚
氣
患
者
収
容
に
あ
た
ら
せ
た
。

（
妬
）

明
治
五
年
の
夏
、
高
知
出
身
の
親
兵
六
番
大
隊
か
ら
多
数
の
脚
気
患
者
が
発
生
し
た
。
そ
の
後
脚
気
患
者
は
各
隊
か
ら
も
続
々
と
発
生
し

た
の
で
、
明
治
五
年
十
月
二
十
三
日
陸
軍
省
は
護
国
寺
仮
病
院
を
陸
軍
第
一
仮
病
院
、
山
下
御
門
内
仮
病
院
を
陸
軍
第
二
仮
病
院
と
あ
ら
た

㈲
陸
軍
第
二
仮
病
院
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あ
っ
た
。
ま
た
、
当
冒

い
う
条
件
も
あ
っ
た
。

教
導
団
教
導
団
と
は
陸
軍
の
下
士
官
を
養
成
す
る
隊
で
、
当
初
は
教
導
隊
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
年
十
二
月
八
日
大
阪
か
ら
東

（
鋤
）

京
に
移
転
し
、
教
導
団
と
改
め
た
。
明
治
六
年
に
陸
軍
省
の
直
轄
と
な
っ
て
い
る
。

本
部
は
桜
田
門
外
、
現
在
の
警
硯
庁
所
在
地
で
、
そ
の
近
辺
に
生
徒
教
導
用
の
歩
兵
、
砲
兵
等
の
大
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

（
洲
）

教
導
団
病
舎
陸
軍
衛
生
制
度
史
に
よ
る
と
教
導
団
病
室
は
教
導
団
が
麹
町
区
霞
が
関
に
在
団
し
て
い
た
時
代
に
あ
っ
た
も
の
で
、
団
附

医
官
又
は
軍
医
部
の
名
の
も
と
に
軍
医
正
以
下
の
職
員
が
配
置
さ
れ
、
お
の
ず
か
ら
他
の
屯
営
軽
病
室
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
た
と
あ
る
。

し
か
し
、
教
導
団
の
規
模
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
内
山
下
町
二
丁
目
全
域
を
占
め
る
程
の
病
舎
を
必
要
と
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
陸
軍
衛
生
制
度
史
に
よ
る
他
の
屯
営
軽
病
室
と
は
趣
を
異
に
す
る
と
い
う
点
を
検
討
し
た
。

（
弱
）

明
治
六
年
九
月
十
四
日
二
等
軍
医
正
名
倉
知
文
が
教
導
団
付
と
な
っ
た
。
彼
は
戊
辰
戦
争
の
時
幕
府
方
に
つ
い
た
松
本
良
順
に
従
い
、
会

（
妬
）

津
に
お
も
む
い
て
会
津
藩
の
傷
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
医
師
で
、
良
順
の
信
頼
の
厚
い
人
物
で
あ
っ
た
。

る
の
で
あ
る
。

い
る
。
叩

に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
山
下
御
門
内
仮
病
院
が
護
国
寺
同
様
脚
気
病
院
に
転
用
さ
れ
た
の
に
違
い
な
い
。

明
治
六
年
一
月
十
四
日
軍
医
寮
は
護
国
寺
の
陸
軍
第
一
仮
病
院
を
閉
鎖
す
る
旨
陸
軍
省
に
届
け
出
を
し
て
い
る
が
、
陸
軍
第
二
仮
病
院
に

つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
脚
気
事
情
か
ら
、
恐
ら
く
病
院
の
脚
気
患
者
収
容
機
能
を
部
内
に
保
持
さ
せ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ

㈲
教
導
団
病
舎

（
詑
）

明
治
七
年
発
行
の
地
図
を
見
る
と
教
導
団
病
舎
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
面
積
は
大
変
大
き
く
前
述
し
た
内
山
下
町
二
丁
目
全
域
を
占
め
て

る
。
当
然
、
兵
部
省
治
療
所
の
敷
地
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
教
導
団
病
舎
と
兵
部
省
治
療
所
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と

当
局
が
陸
軍
操
練
所
用
地
用
と
し
て
附
近
の
大
名
屋
敷
を
取
得
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
病
舎
を
拡
張
す
る
こ
と
が
可
能
と
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山
下
御
門
内
仮
病
院
の
足
跡
を
追
っ
て
ゆ
く
と
、
軍
務
官
治
療
所
、
兵
部
省
治
療
所
、
東
京
鎮
台
仮
病
院
、
陸
軍
第
二
仮
病
院
、
教
導
団

病
舎
、
本
病
院
な
ど
が
、
山
下
御
門
内
仮
病
院
に
関
係
あ
る
機
関
と
し
て
浮
び
上
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
調
査
結
果
を
要
約
す
る
と

（
稲
）

陸
軍
は
松
本
良
順
の
建
議
に
も
と
づ
き
、
麹
町
元
山
王
田
原
邸
に
陸
軍
病
院
を
設
立
し
、
明
治
四
年
十
二
月
二
日
か
ら
患
者
を
入
院
さ
せ

（
調
）
（
柵
）

た
。
し
か
し
庁
舎
や
附
属
建
物
、
病
棟
五
棟
等
は
明
治
六
年
八
月
一
日
本
病
院
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
格
的
施
設
は
こ
の
頃
か
ら

整
備
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
陸
軍
病
院
は
は
じ
め
本
病
院
と
呼
ば
れ
、
陸
軍
制
度
の
改
革
の
都
度
名
称
を
変
更
し
た
。
し
か
し
創
設
時
代
か
ら
昭
和
二
十
年
の
終

戦
ま
で
、
陸
軍
の
中
央
基
幹
病
院
の
位
置
を
失
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

（
靴
）

こ
の
本
病
院
と
兵
隊
仮
病
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
東
京
第
一
衛
戌
病
院
沿
革
略
史
は
「
明
治
元
年
十
月
一
日
軍
は
兵
隊
仮
病
院
を
山
下

門
内
に
設
け
た
と
い
う
。
こ
れ
は
お
も
う
に
陸
軍
病
院
の
創
設
で
あ
っ
て
東
京
第
一
衛
戌
病
院
の
前
身
で
あ
る
」
と
記
し
、
兵
隊
仮
病
院
の

地
位
を
暗
示
し
て
い
る
。
な
お
、
東
京
第
一
衛
戌
病
院
は
本
病
院
の
後
の
名
称
で
あ
る
。

（
訂
）

彼
は
明
治
十
二
年
に
脚
氣
病
の
識
訳
書
を
出
版
し
た
。
脚
氣
の
本
の
出
版
は
当
時
の
風
潮
と
は
い
う
も
の
の
、
彼
の
出
版
は
お
の
れ
の
職

務
と
の
関
係
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

教
導
団
病
舎
は
山
下
御
門
内
仮
病
院
の
敷
地
を
含
み
、
さ
ら
に
大
き
い
面
積
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
名
倉
二
等
軍
医
正
の
勤
務
と
脚
氣
書

出
版
か
ら
、
こ
の
病
舎
は
脚
氣
病
院
を
管
理
し
て
い
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｈ
戊
辰
戦
争
中
、
軍
は
医
学
校
病
院
を
軍
事
病
院
と
し
、
戦
傷
兵
収
容
の
病
院
に
使
用
し
て
き
た
。

㈹
本
病
院

三
、
考
察
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口
明
治
元
年
政
府
の
指
示
に
よ
り
、
こ
の
兵
隊
仮
病
院
は
軍
務
官
治
療
所
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

日
明
治
二
年
に
軍
務
官
が
兵
部
省
に
改
め
ら
れ
、
軍
務
官
治
療
所
は
兵
部
省
治
療
所
に
な
っ
た
。

兵
部
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
兵
部
省
治
療
所
は
山
下
御
門
内
に
あ
り
、
か
つ
そ
の
あ
た
り
に
軍
病
院
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
治

療
所
が
山
下
御
門
内
仮
病
院
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

凹
兵
部
省
治
療
所
の
地
積
と
朽
木
家
の
元
上
屋
敷
の
地
積
は
同
じ
で
あ
る
。
治
療
所
の
規
模
の
大
き
さ
を
お
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

㈲
明
治
四
年
兵
部
省
に
軍
医
寮
が
置
か
れ
、
本
病
院
の
建
設
計
画
が
進
ん
だ
の
で
、
兵
部
省
治
療
所
は
兵
部
省
直
轄
か
ら
東
京
鎮
台
れ
い

下
に
な
り
、
東
京
鎮
台
仮
病
院
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

㈹
明
治
五
年
脚
気
患
者
の
多
発
に
と
も
な
い
、
仮
病
院
は
陸
軍
第
二
仮
病
院
と
改
称
さ
れ
、
脚
気
患
者
収
容
病
院
と
な
っ
た
。

㈲
脚
気
患
者
収
容
病
院
と
な
っ
た
山
下
御
門
内
仮
病
院
は
教
導
団
病
舎
の
管
理
下
に
入
っ
た
。

㈹
明
治
六
年
陸
軍
は
新
し
く
本
病
院
を
建
設
し
陸
軍
の
基
幹
病
院
と
し
た
が
、
そ
れ
は
山
下
御
門
内
仮
病
院
の
跡
を
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ

し
か
し
戦
争
が
終
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
医
学
校
病
院
に
対
す
る
東
京
府
民
の
医
療
需
要
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、

軍
は
傷
兵
ま
た
は
平
時
病
兵
を
入
院
さ
せ
る
自
前
の
中
央
病
院
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
山
下
御
門
内
に
兵
隊
仮
病
院
を

設
け
た
動
機
で
あ
る
。

病
院
で
あ
っ
た
。

新
政
府
樹
立
直
後
は
、
兵
制
が
し
ば
し
ば
改
め
ら
れ
た
の
で
、
病
院
も
そ
の
名
称
を
軍
務
官
治
療
所
、
兵
部
省
治
療
所
、
東
京
鎮
台
仮
病

院
、
陸
軍
第
二
仮
病
院
と
あ
わ
た
だ
し
く
変
え
て
い
っ
た
。

先
姶

こ
れ
ら
の
項
目
一
つ
一
つ
で
は
確
定
で
き
な
い
が
、
連
結
し
て
み
る
と
夫
々
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
明
治
元
年
十
月
一
日
山
下
御
門
内
に
置
か
れ
た
兵
隊
仮
病
院
と
は
、
通
常
山
下
御
門
内
仮
病
院
と
呼
ば
れ
た
軍
の
基
幹
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山
下
御
門
内
仮
病
院
は
明
治
元
年
十
月
一
日
に
開
設
さ
れ
、
陸
軍
草
創
期
の
基
幹
病
院
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
病
院
の
実

態
を
示
す
文
書
が
存
在
せ
ず
「
幻
の
病
院
」
と
さ
れ
て
い
た
。

今
回
山
下
御
門
内
に
兵
部
省
治
療
所
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
兵
部
省
の
略
図
を
見
出
し
た
の
で
、
こ
れ
を
中
心
に
関
係
資
料
を
分

析
し
た
結
果
、
山
下
御
門
内
仮
病
院
は
現
在
の
日
比
谷
公
園
内
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
施
設
は
朽
木
兵
部
の
元
上
屋
敷
で
あ
っ
た
こ

と
、
陸
軍
草
創
期
の
基
幹
病
院
で
そ
の
名
称
を
再
三
変
更
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
病
院
は
内
山
下
町
二
丁
目
の
朽
木
家
の
元
上
屋
敷
に
置
か
れ
た
も
の
で
現
在
の
日
比
谷
公
園
の
中
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
規
模
も
可

成
り
大
き
い
病
院
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

山
下
御
門
内
仮
病
院
は
本
病
院
に
そ
の
任
務
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
ま
で
、
軍
の
基
幹
病
院
と
し
て
そ
の
医
療
を
支
え
続
け
た
の
で
あ
る
。

へへへへへへへ、へ
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四
、
結
び

前
掲
文
献
（
３
）
、
六
四
頁

前
掲
文
献
（
３
）
、
六
五
頁

岸
井
良
衛
『
江
戸
町
づ
く

前
掲
文
献
（
２
）
、
一
四
六

前
掲
文
献
（
３
）
、
六
六
頁

献陸
軍
軍
医
団
「
陸
軍
衛
生
制
度
史
」
二
頁
、
小
寺
昌
、
東
京
、
大
正
二
年

「
千
代
田
区
史
中
巻
』
一
七
五
～
一
八
五
頁
、
千
代
田
区
役
所
、
東
京
、
昭
和
三
五
年

内
閣
記
録
局
「
法
規
分
類
大
全
第
四
八
巻
」
六
四
頁
、
原
書
房
、
東
京
、
昭
和
五
二
年

叫
つ
く
し
稿
上
」
三
四
～
三
五
頁
、
青
蛙
房
、
東
京
、
昭
和
五
○
年

一
四
六
’
一
五
三
頁
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（
９
）

（
皿
）

（
皿
）

（
岨
）

（
喝
）

（
Ｍ
）

（
喝
）

（
肥
）

（
Ⅳ
）

（
鴫
）

（
⑬
）

（
別
）

（
皿
）

（
塊
）

（
鰯
）

（
別
）

（
弱
）

（
妬
）

（
”
）

（
泥
）

（
羽
）

（
鋤
）

東
京
都
公
文
書
館
「
明
治
初
年
の
武
家
地
処
理
問
題
」

前
掲
文
献
（
皿
）
、
一
七
六
～
一
七
七
頁

『
東
京
二
三
区
詳
細
図
」
四
八
頁
、
昭
文
社
、
東
京
、
昭
和
六
三
年

「
陸
軍
省
沿
革
史
」
四
一
頁
、
陸
軍
省
、
東
京
、
明
治
三
八
年

内
閣
記
録
局
「
法
規
分
類
大
全
第
四
五
巻
」
三
四
六
頁
、
原
書
房
、
東
京
、
昭
和
五
二
年

佐
伯
理
一
郎
「
日
本
海
軍
軍
医
制
度
の
創
始
者
石
紳
豊
民
氏
に
就
て
」
「
医
謹
」
第
三
号
、
一
～
二
頁
、
昭
和
一
三
年

松
浦
宏
『
東
京
第
二
大
区
一
二
四
小
区
」
東
京
害
騨
、
東
京
、
明
治
七
年

高
井
蘭
山
『
江
戸
図
」
出
雲
寺
萬
次
郎
、
東
京
、
万
延
元
年

『
東
京
絵
図
」
吉
田
文
三
郎
、
東
京
、
明
治
二
年

福
知
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
福
知
山
市
史
第
三
巻
」
四
二
八
頁
、
福
知
山
市
役
所
、
京
都
、
昭
和
五
九
年

前
掲
文
献
（
岨
）
、
四
二
九
頁

前
掲
文
献
（
３
）
、
一
○
○
頁

前
掲
文
献
（
３
）
、
六
七
頁

前
掲
文
献
（
３
）
、
一
○
○

前
掲
文
献
（
喝
）
、
五
七
頁

前
掲
文
献
（
３
）
、
七
○
頁

前
掲
文
献
（
Ｂ
）
、
六
六
頁

前
掲
文
献
（
３
）
、
七
○
頁

前
掲
文
献
（
１
）
、
附
録
一
頁

前
掲
文
献
（
３
）
、
七
二
頁

前
掲
文
献
（
肥
）

前
掲
文
献
（
３
）
、
七
二
頁

『
江
戸
名
所
図
会
四
巻
」
一
九
六
～
二
○
七
頁
、
新
典
社
、
東
京
、
昭
和
五
九
年
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前
掲
文
献
（
肥
）
、
七
○
頁

前
掲
文
献
（
１
）
、
二
四
九
頁

『
陸
軍
省
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TheTemporaryHospitalwithintheYamashitaGate

byYoshiyukiKUROSAWA

AnarmytemporaryhospitalwasestablishedwithintheYamashitaGateonOctoberlinthefirstyear

ofMeiji.

Althoughthishospitalhasbeensaidtohavebeenthefirstarmyhospital,itsfunctionandsituation

ofservicehavebeenunclear.

Istudiedtodetermineitsactualsiteandchangesinitsstatus.

Iconfirmedthefollowingfactsastheresult.

(1)ThesiteofthishospitalwasinHibiyaPark.

(2)Itsstructurewasthedaimyo'smansionatfirst.

(3)Thepopularnameofthishospitalwa@theTemporaryHospitalwithintheYamashitaGate''.

(4)Itsformalnamewaschanged,inturnfromtheGunmukanDispensarytotheDispensaryofthe

HyobuMinistry,theTemporaryHospitaloftheTokyoGarrison,andtheArmySecondTemporary

Hospital.

(5)ThishospitalwasthearmycentralhospitalintheearlyyearsofMeiji,untilthestatuswastrans-

ferredtotheHonbyoin(NewArmyCentralHospital).
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